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は
じ
め
に 

 
 
 

 

二
〇
〇
三
年
、
本
学
の
生
涯
学
習
施
設
聖
徳
大
学
オ
ー
プ
ン
・
ア
カ
デ
ミ
ー(

以
下
、
通
称
Ｓ
Ｏ
Ａ
と
表 

記
す
る)

で
「
古
文
書
に
み
る
幕
末
社
会
」
を
テ
ー
マ
に
、
古
文
書
解
読
講
座
を
担
当
す
る
よ
う
に
な
っ
て
、
一
四
年

が
経
っ
た
。
そ
の
短
く
も
な
い
講
座
に
は
、
開
設
間
も
な
い
こ
ろ
か
ら
お
付
き
合
い
を
い
た
だ
い
て
い
る
方
々
も
少

な
か
ら
ず
い
ら
っ
し
ゃ
る
。
こ
の
場
は
、
担
当
者
に
と
っ
て
も
、「
日
々
の
研
鑚
を
怠
る
な
！
」
と
い
う
謦
咳
を
与
え

て
く
だ
さ
る
貴
重
な
場
と
も
な
っ
て
い
る
。 

受
講
当
初
は
、
全
く
の
初
心
者
な
い
し
は
、
初
心
者
に
近
い
方
々
も
、
今
で
は
、
一
人
前
の
読
み
手
と
な
り
、
中

に
は
、
当
方
以
上
に
実
力
を
付
け
ら
れ
た
方
も
何
人
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
。
そ
れ
は
、
担
当
者
に
と
っ
て
も
密
や
か
な

誇
り
と
な
っ
て
い
る
。 

 

今
ま
で
読
ん
で
き
た
史
料
は
、
わ
た
く
し
が
、
千
葉
県
史
の
編
纂
業
務
に
携
わ
っ
て
い
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
当
初

は
千
葉
県
文
書
館
所
蔵
の
「
お
と
ず
れ
文
庫
」
中
の
王
政
復
古
当
時
の
布
達
類
、
第
二
次
長
州
征
伐
の
際
の
戦
闘
情

報
を
記
し
た
情
報
集
、
さ
ら
に
は
真
忠
組
事
件
関
係
史
料
を
は
じ
め
、
県
史
で
お
世
話
に
な
っ
た
先
輩
方
を
通
じ
て

ご
教
示
い
た
だ
い
た
上
総
地
域
の
一
連
の
文
書
群(

な
か
に
は
、茂
原
に
あ
る
高
橋
喜
惣
治
家
に
所
蔵
さ
れ
て
い
た
竪

冊
文
書
で
、
禁
門
の
変
直
後
に
、
一
橋
慶
喜
が
江
戸
本
邸
を
事
実
上
切
り
盛
り
し
て
い
た
義
母
に
あ
た
る
徳
信
院
に

変
の
状
況
を
書
き
認
め
た
書
翰
の
写
し
も
あ
っ
た)

、そ
の
他
に
も
整
理
に
関
わ
っ
た
一
橋
徳
川
家
史
料
中
の
文
書
群
、 

マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
化
さ
れ
て
い
た
佐
倉
堀
田
家
文
書
を
テ
キ
ス
ト
に
し
て
解
読
し
た
こ
と
も
あ
っ
た
。 

 

当
初
は
、
く
ず
し
字
の
き
れ
い
な
も
の
、
内
容
の
分
か
り
や
す
い
も
の
、
と
い
っ
た
選
択
基
準
で
テ
キ
ス
ト
に
相

応
し
い
史
料
を
探
し
、
選
ん
で
い
た
が
、
受
講
生
の
方
々
の
力
量
が
向
上
す
る
に
つ
れ
て
、
そ
う
し
た
配
慮
は
後
景

に
退
き
、
内
容
の
面
白
い
も
の
、
興
味
深
い
も
の
を
テ
キ
ス
ト
に
選
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
。
事
前
の
準
備
に
労
力
を
割

か
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
が
、
そ
の
分
担
当
者
で
あ
る
わ
た
く
し
の
関
心
も
深
ま
り
、
よ
り
一
層
楽
し
く
感
じ

ら
れ
る
よ
う
に
も
な
っ
た
。 

 

そ
う
な
っ
て
く
る
と
、
受
講
生
の
方
々
の
間
か
ら
史
料
の
提
供
を
受
け
る
こ
と
が
出
て
き
た
り
、
一
年
に
一
度
実

施
し
て
い
る
古
文
書
閲
覧
も
兼
ね
た
施
設(

毎
年
一
度
史
料
を
見
せ
て
下
さ
る
歴
史
館
や
博
物
館
を
訪
ね
て
い
る)
見

学
で
、
見
せ
て
い
た
だ
い
た
史
料
を
テ
キ
ス
ト
に
使
用
す
る
こ
と
も
出
て
く
る
よ
う
に
な
っ
た
。
古
河
歴
史
博
物
館

の
国
指
定
重
要
文
化
財
・
鷹
見
泉
石
関
係
資
料
か
ら
オ
ラ
ン
ダ
風
説
書
、
鷹
見
泉
石
の
意
見
書
、
親
交
の
あ
っ
た
渡

辺
崋
山
書
翰
な
ど
を
テ
キ
ス
ト
と
し
、
近
世
後
期
の
蘭
学
の
役
割
、
近
世
後
期
か
ら
幕
末
に
か
け
て
の
対
外
情
報
の

豊
富
さ
に
つ
い
て
認
識
を
新
た
に
す
る
と
い
う
知
見
も
得
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
埼
玉
県
立
歴
史
と
民
俗
の
博
物

館
を
訪
れ
た
際
に
は
特
設
展
に
展
示
さ
れ
て
い
た
慶
応
二(

一
八
六
六)

年
六
月
、
秩
父
で
起
こ
っ
た
世
直
し
一
揆
の

情
報
集
で
あ
る
、「
丙
寅
土
宼
日
記
・
丙
寅
晩
夏
松
陰
筆
録
」を
お
借
り
し
て
全
冊
翻
刻
し
た
こ
と
も
記
憶
に
新
し
い
。

そ
こ
で
は
情
報
集
を
作
成
し
た
松
陰
は
、
ど
こ
で
こ
の
情
報
集
を
書
い
て
い
た
の
か
、
そ
の
可
能
性
の
あ
る
場
所
を

探
る
、
と
い
っ
た
文
書
の
解
読
本
来
の
学
習
か
ら
は
、
離
れ
て
は
い
る
も
の
の
、
地
図
を
広
げ
、
い
ろ
い
ろ
詮
索
し

た
こ
と
、
そ
の
過
程
で
、
埼
玉
の
地
域
的
特
性
に
つ
い
て
も
学
ぶ
こ
と
が
で
き
た
こ
と
、
学
習
の
範
囲
は
文
書
解
読

に
と
ど
ま
ら
な
い
、広
が
り
を
も
つ
も
の
と
も
な
っ
て
い
っ
た(

古
文
書
読
解
は
あ
く
ま
で
歴
史
を
復
元
す
る
ツ
ー
ル

で
あ
っ
て
、
本
来
古
文
書
学
習
と
は
そ
う
し
た
広
が
り
を
必
然
的
に
も
つ
も
の
で
あ
る
、
と
い
う
の
が
歴
史
学
を
生

業
と
す
る
わ
た
く
し
な
り
の
自
負
で
あ
る)

。 



 
そ
う
し
た
お
り
、
今
年
が
Ｓ
Ｏ
Ａ
開
設
二
五
周
年
に
あ
た
る
こ
と
か
ら
、
い
く
つ
か
の
講
座
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

紹
介
す
る
と
い
う
話
が
あ
る
こ
と
を
聞
き
、
こ
の
機
会
に
こ
れ
ま
で
読
ん
で
き
た
史
料
の
翻
刻
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

ア
ッ
プ
し
て
も
ら
っ
て
、
わ
た
く
し
た
ち
の
成
果
を
広
く
社
会
に
還
元
す
る
こ
と
を
通
じ
て
、
史
料
を
共
有
す
る
と

と
も
に
、
ご
批
判
を
い
た
だ
き
、
今
後
の
学
習
に
生
か
し
て
い
き
た
い
、
と
い
う
希
望
が
、
受
講
生
の
方
々
の
間
か

ら
提
案
さ
れ
た
。
そ
の
際
、
何
を
最
初
に
ア
ッ
プ
す
る
か
、
と
い
う
と
こ
ろ
で
、
本
講
座
で
最
も
ボ
リ
ュ
ー
ム
が
あ

り
、
内
容
も
豊
富
で
あ
っ
た
、
幕
末
の
秋
田
藩
士
が
書
き
遺
し
た
情
報
集
で
あ
る
『
正
邪
録
』(

全
三
巻)

の
翻
刻
を

選
ん
で
、
そ
の
準
備
に
取
り
掛
か
っ
た
。
電
子
媒
体
な
ら
で
は
の
さ
ま
ざ
ま
な
条
件
が
あ
る
こ
と
、
パ
ソ
コ
ン
技
術

に
通
暁
し
て
い
な
い
こ
と
、
な
ど
種
々
の
壁
に
ぶ
つ
か
り
つ
つ
も
、
Ｓ
Ｏ
Ａ
事
務
局
で
あ
る
生
涯
学
習
課
の
方
の
ご

指
導
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
何
と
か
ア
ッ
プ
に
こ
ぎ
つ
け
る
こ
と
が
で
き
た
。 

 

今
回
ア
ッ
プ
す
る
『
正
邪
録
』
第
一
巻
は
、
安
政
四(

一
八
五
七)

年
冬
か
ら
文
久
三(

一
八
六
三)

年
四
月
ま
で
を

対
象
に
し
た
も
の
で
、
主
に
京
都
の
政
情
を
中
心
に
、
国
政
に
関
わ
る
政
治
情
報
が
、
秋
田
藩
と
い
う
「
眼
」、
を
通

し
て
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
幕
末
と
い
う
時
代
を
そ
の
時
代
の
な
か
で
実
感
す
る
上
で
も
、
好
個
の
史
料
と
い
え
よ

う
。 

 

今
後
、
第
二
巻
・
第
三
巻
の
順
で
ア
ッ
プ
し
て
い
く
予
定
で
、
引
き
続
き
そ
の
作
業
を
進
め
て
い
く
予
定
で
あ
る
。

さ
ら
に
そ
の
後
も
、
講
座
で
読
み
上
げ
た
史
料
を
順
次
ア
ッ
プ
し
な
が
ら
、
ペ
ー
ジ
を
繙
い
て
く
だ
さ
っ
た
皆
さ
ん

の
ご
批
判
を
糧
に
学
習
を
続
け
て
い
き
た
い
、
と
考
え
て
い
る
。 

 

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
ア
ッ
プ
に
向
け
て
の
作
業
な
ど
に
有
形
・
無
形
の
ご
協
力
と
励
ま
し
を
い
た
だ
き
ま
し

た
「
古
文
書
に
み
る
幕
末
社
会
」
に
ご
参
加
い
た
だ
い
て
い
る
受
講
生
の
皆
様
に
改
め
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
そ

し
て
、
こ
の
間
、
一
貫
し
て
相
談
に
乗
っ
て
い
た
だ
き
、
些
細
な
技
術
的
な
問
題
に
さ
え
、
対
応
に
苦
慮
す
る
私
た 

ち
を
温
か
く
見
守
り
、最
後
ま
で
あ
き
ら
め
る
こ
と
な
く
ご
指
導
い
た
だ
い
た
、生
涯
学
習
課
の
中
原
弘
喜
さ
ん
に
、

改
め
て
感
謝
い
た
し
ま
す
と
と
も
に
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

 
 

二
〇
一
九
年
十
月 
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Ｏ
Ａ
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テ
キ
ス
ト
『
正
邪
録
』
に
つ
い
て 

貝
塚
家
所
蔵
に
な
る
『
正
邪
録
』
は
三
巻
か
ら
な
っ
て
お
り
、
幕
末
期
に
同
家
の
当
主
で
あ
っ
た
清
直
が
取
ま
と

め
た
情
報
集
で
あ
る
。 

清
直
は
、
出
羽
久
保
田
（
秋
田
）
藩
に
仕
え
る
武
士
で
、
当
時
、
政
務
所
物
書
と
い
う
役
職
に
就
い
て
お
り
、
職

務
上
、
藩
庁
に
上
げ
ら
れ
る
種
々
の
情
報
を
知
り
う
る
立
場
に
あ
っ
た
。 

『
正
邪
録
』
は
、
清
直
が
、
そ
う
し
た
情
報
を
職
務
の
合
間
に
筆
録
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
こ
と
は
、
第

一
巻
の
最
初
に
収
載
さ
れ
て
い
る
水
戸
斉
昭
が
当
時
関
白
で
あ
っ
た
九
条
尚
忠
に
提
出
し
た
建
言
書
を
筆
写
し
た
最

後
に
「
万
延
元
申
年
四
月
十
四
日 
宿
直
之
時
写
終
ぬ 

貝
塚
清
直
」
と
付
記
し
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
も
う
か
が
え

る
。 

 

『
正
邪
録
』
全
三
巻
を
概
観
し
て
み
る
と 

 
 

一 

第
一
巻 

安
政
四
（
一
八
五
七
）
年
冬
～
文
久
二
（
一
八
六
二
）
年
四
月 

 
 

二 

第
二
巻 

文
久
三
（
一
八
六
三
）
年
五
月
～
同
年
九
月 

 
 

三 

第
三
巻 

文
久
三
（
一
八
六
三
）
年
十
一
月
～
慶
応
元
（
一
八
六
五
）
年
九
月 

と
、
各
巻
は
お
よ
そ
時
代
順
に
編
ま
れ
て
お
り
、
収
載
さ
れ
て
い
る
内
容
を
み
る
と
孝
明
天
皇
の
勅
書
、
そ
れ
に

対
す
る
十
四
代
将
軍
家
茂
の
請
書
を
は
じ
め
、水
戸
斉
昭
や
毛
利
敬
親
と
い
っ
た
有
力
大
名
層
の
意
見
書
・
歎
願
書
、

幕
府
の
出
し
た
触
達
類
、
各
藩
探
索
方
の
収
集
し
た
情
報
の
聞
書
き
か
ら
、
横
浜
の
貿
易
商
人
の
老
中
へ
の
駕
籠
訴

状
、
さ
ら
に
は
日
本
橋
に
張
り
出
さ
れ
た
張
り
札
、
投
げ
文
に
至
る
ま
で
、
幅
広
い
階
層
の
人
々
が
書
き
記
し
た
情

報
が
多
様
に
収
載
さ
れ
て
い
る
。 

そ
し
て
そ
れ
ら
は
、
ホ
ッ
ト
な
政
治
問
題
に
関
わ
る
情
報
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
当
時
の
政
治
状
況
の
な
か
で
、
藩

の
政
治
的
立
場
を
決
定
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
諸
藩
の
情
報
収
集
が
ど
の
よ
う
な
内
容
と
質
を
有
し
て

い
た
か
を
検
討
す
る
う
え
で
、
意
義
あ
る
史
料
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
い
ま
一
点
、
私
た
ち
は
、
幕
末
の
著
名

な
政
治
的
事
件
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
り
、
そ
の
歴
史
的
意
義
が
何
で
あ
っ
た
か
に
つ
い
て
は
、
既
に
既
知
の
歴

史
事
項
と
し
て
理
解
で
き
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
歴
史
的
事
件
の
只
中
に
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
遭
遇
し
て
い
た
人
間

た
ち
に
と
っ
て
、
そ
の
事
件
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
の
か
、
そ
の
全
貌
を
俯
瞰
し
な
が
ら
客
観
的
に
理
解
す

る
こ
と
が
如
何
に
困
難
な
も
の
で
あ
っ
た
か
が
、
逆
に
よ
く
分
か
る
よ
う
な
事
例
も
読
み
取
れ
る
。 

ち
な
み
に
『
正
邪
録
』
は
、
清
直
一
人
の
手
に
な
る
も
の
で
は
な
い
。
読
ん
で
い
た
だ
け
れ
ば
分
か
る
が
、
手
の

異
な
る
複
数
の
記
録
者
が
い
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
う
し
た
点
を
勘
案
す
れ
ば
、『
正
邪
録
』
は
、
貝
塚
清
直
の
個
人
的

な
作
と
い
う
よ
り
も
、
久
保
田
藩
の
政
治
的
必
要
性
か
ら
清
直
の
職
務
に
関
わ
っ
て
作
成
さ
れ
た
情
報
集
と
い
う
、

半
ば
公
的
な
性
格
を
有
す
る
記
録
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。 

 

正
邪
録
全
三
巻
の
内
、
第
一
巻
と
第
二
巻
は
既
に
公
開
を
終
え
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
参
考
の
た
め
そ
の
目
次
を
左

に
掲
げ
る 

 

正
邪
録
（
１
）
の
目
次 

 (

一) 

水
府
老
公
よ
り
琵
琶
の
函
入
関
白
殿
下
秘
奏
之
策
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・ 

(

二 
)

桜
田
門
外
の
変 

井
伊
大
老
襲
撃
に
関
係
し
た
浪
士
ら
の
辞
世 

・
・
・
・
・
・ 

(

三) 

桜
田
門
外
の
変 

井
伊
大
老
を
襲
撃
し
た
浪
士
の
懐
中
し
た
斬
姦
状
・
・
・
・ 



(
四)  

井
伊
大
老
を
失
っ
た
彦
根
藩
伺
い
書
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・ 

(
五) 

横
濱
異
国
船
交
易
商
人
越
前
屋
彦
右
衛
門
籠
訴
の
訴
状
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・ 

(

六) 
芝
薩
摩
藩
邸
に
押
し
掛
け
た
浪
士
３
７
人
一
件
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・ 

(

七) 

東
禅
寺
事
件
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・ 

(

八) 

露
西
亜
船
対
馬
不
法
上
陸
一
件
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・ 

(

九) 

坂
下
門
外
の
変 
関
連
記
事
（
大
橋
訥
庵
関
係
も
含
む
）・
・
・
・
・
・
・
・
・
・  

(

十) 

坂
下
門
外
の
変 
斬
姦
趣
意
書
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・ 

(

十
一) 

文
久
元
年
伊
勢
神
宮
近
海
英
夷
測
量
一
件
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・ 

(

十
二) 

藤
堂
様
よ
り
測
量
之
儀
被
仰
立
候
書
付
之
写
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・ 

(

十
三) 

 

文
久
二
年
修
理
大
夫
実
父
嶋
津
和
泉
事
江
戸
表
江
差
立
候
届
書
・
・
・
・
・
・
・
・ 

(

十
四) 

 

松
平
美
濃
守
参
府
途
上
で
病
差
發
候
ニ
付
病
気
加
療
の
為
帰
国
願
・
・
・
・
・
・ 

(

十
五) 

 

長
州
公
御
書
出
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・ 

(

十
六) 

 

長
州
公
よ
り
熊
本
公
へ
被
仰
入
候
御
趣
意
書
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・ 

(

十
七) 

 

道
路
之
説
越
人
筆
記
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・ 

(

十
八) 

 

当
戌
正
月
十
二
日
長
州
公
御
登
城
ニ
テ
御
老
中
久
米
大
和
守
殿
被
召
出
被
仰
之
趣
・
・ 

(

十
九) 

 

島
原
御
家
中
江
上
書
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・ 

(

二
十
一) 

久
世
大
和
守
御
役
御
免
願
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・ 

(

二
十
二
）
三
事
策
伝
宣
勅
書
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・ 

(

二
十
三) 

仮
字
手
本
忠
臣
蔵
浄
瑠
理
文
句
見
立
評
判
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・ 

(

二
十
四
）
杵
築
留
守
居
奥
津
謀
隠
居
見
切
之
話
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・ 

(

二
十
五) 

戌
八
月
二
日
学
習
院
へ
松
平
長
門
守
被
召
出
議
奏
伝
奏
両
役
よ
り
御
渡
し
之
書
付
・ 

(

二
十
六
）
文
久
壬
戌
十
一
月
攘
夷
督
促
及
び
攘
夷
期
限
奏
聞
の
御
沙
汰
書
・
・
・
・
・
・ 

(

二
十
七) 

諸
浪
士
訴
状 

京
師
ヨ
リ
送
来
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・ 

(

二
十
八) 

議
奏
加
勢
広
幡
大
納
言
よ
り
被
達
候
口
上
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・ 

(

二
十
九) 

諸
司
代
へ
御
届
之
写
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・ 

(

三
十) 

 

寺
田
屋
事
件
島
津
家
よ
り
の
届
書
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・ 

(

三
十
一
）
勅
宣
之
写
：
漢
章
和
解
幕
府
へ
之
勅
書
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・ 

(

三
十
二
）
肥
後
藩
有
志
之
士
建
議
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・ 

(

三
十
三
）
幕
の
和
学
者
塙
次
郎
被
加
天
誅
其
罪
状
書
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・ 

(

三
十
四
）
文
久
三
年
癸
二
月
十
八
日
攘
夷
実
行
の
勅
書
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・ 

(

三
十
五) 

千
種
殿
貸
付
用
所
賀
川
一
馬
殺
害
に
被
及
の
際
、
奥
の
間
に
置
か
れ
し
書
付
之
写
・
・ 

(

三
十
六) 

文
久
三
亥
年
二
月
十
一
日
鷹
司
殿
下
へ
三
士
持
参
之
書
面
・
・
・
・
・
・
・
・ 

(

三
十
七)  

逆
賊
足
利
拾
五
代
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・  

 

(

三
十
八) 

京
都
警
衛
担
当
諸
侯
割
合
に
付
触
達
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・ 

(

三
十
九) 

太
田
道
淳
老
中
任
命
辞
令
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・ 

(

四
十) 

 

来
五
月
十
日
攘
夷
期
限
、
相
違
な
く
拒
絶
実
行
の
決
意
に
付
奏
聞
・
・
・
・
・ 



(
四
十
一) 

長
州
侯
建
白
自
分
鷹
司
殿
下
へ
持
参
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・ 

(

四
十
二
）
関
白
家
へ
罷
出
候
列
藩
有
志
之
も
の
申
立
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・ 

(

四
十
三) 
御
同
席
触
如
従
前
万
事
委
任
之
叡
慮
ニ
付
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・ 

(

四
十
四
）
英
夷
よ
り
公
儀
へ
差
出
候
書
翰
和
解
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・ 

 

(

四
十
五
）
日
本
橋
壱
町
目
町
人
よ
り
御
訴
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・ 

(

四
十
六) 

四
月
十
七
日
京
都
三
条
大
橋
高
札
場
張
札
之
写
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・ 

(

四
十
七
）
家
茂
公
帰
府
之
義
被
相
願
候
所
三
月
廿
九
日
勅
諭
之
趣
・
・
・
・
・
・
・
・
・ 

(

四
十
八
）
四
月
三
日
再
應
勅
諭
之
趣
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・ 

(

四
十
九
）
水
野
和
泉
守
よ
り
大
目
付
を
以
諸
藩
へ
傳
達
之
趣
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・ 

(

五
十) 

 

両
国
橋
よ
り
七
八
間
位
手
前
右
側
に
生
首
二
ツ
さ
ら
し
有
之
、
其
脇
へ
捨
札
有
之
候 

(

五
十
一)

）
風
聞
廻
状
之
趣
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・ 

  

正
邪
録
（
２
）
の
目
次 

(

一) 

上
ノ
山
藩
金
子
与
三
郎
横
浜
探
索
始
末
其
外
聞
書
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・ 

(

二) 

水
野
和
泉
守
殿
於
京
都
御
渡
候
御
書
付
写
壱
通 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・ 

（
三
） 

文
久
三
年
亥
六
月
十
五
日
風
今
書
覚
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・ 

(

四) 

文
久
三
亥
六
月
平
田
大
角
よ
り
穴
門
隠
居
へ
来
書
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・ 

(

五
） 

六
月
三
日
学
習
院
へ
三
条
様
へ
差
出
候
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・ 

(

六) 

《
外
夷
同
腹
ノ
奴
等
之
偽
書
》
河
内
守
宅
へ
松
平
大
膳
大
夫
差
出
候
書
付
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・ 

（
七
） 

新
板
当
世
チ
ョ
ン
カ
レ
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・ 

（
八
） 

長
州
御
届
《
当
月
五
日
朝
、
仏
蘭
西
》・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・ 

（
九
） 

六
月
八
日
幕
府
へ
御
沙
汰
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・ 

（
十
） 

関
東
へ
被
下
候
御
趣
意
《
今
度
於
長
州
攘
夷
》・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・ 

（
十
一
）
三
月
六
日
将
軍
家
初
而
御
参
内
之
節
天
子
様
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・ 

（
十
二
）
平
田
定
太
郎
謹
而
奉
懇
願
候
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・ 

（
十
三
）
京
都
よ
り
江
戸
表
へ
来
書
之
写
《
六
月
三
日
大
樹
御
参
内
》・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・ 

（
十
四
）
江
戸
風
聞
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・ 

（
十
五
）
亥
七
月
四
日
御
下
け
一
橋
中
納
言
殿
へ
被
成
下
候
勅
書
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・ 

（
十
六
）
神
州
規
律
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・ 

（
十
七
）
亥
七
月
廿
一
日
於
大
坂
幕
府
よ
り
打
払
見
合
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・ 

（
十
八
）
亥
八
月
、
英
舩
七
艘
城
下
海
へ
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・ 

（
十
九
）
七
月
五
日
津
和
野
様
御
留
守
居
山
﨑
傳
兵
衛
よ
り
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・ 

（
二
十
）
九
月
六
日
京
都
出
足
御
飛
脚
同
廿
二
日
着
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・ 

（
二
十
一
）
亥
八
月
十
七
日
京
都
の
騒
動
中
西
多
門
探
索
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・ 

（
二
十
二
）
大
目
付 

覚 

自
国
海
岸
御
警
衛
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・ 



（
二
十
三
）
長
州
之
藩
退
京
之
砌
建
白
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・ 

（
二
十
四
）
風
説
《
薩
州
之
戦
勝
利
》・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・ 

（
二
十
五
）
風
聞
書
《
天
朝
よ
り
会
津
侯
》・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・ 

（
二
十
六
）
薩
州
ニ
テ
英
吉
利
ト
戦
争
ノ
略
絵
図
等
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・ 

（
二
十
七
）
祇
園
西
之
門
張
札
写
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・ 

（
二
十
八
）
戌
十
月
六
日
夜
、
柳
馬
場
三
条
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・ 

（
二
十
九
）
戌
十
月
十
一
日
河
原
ニ
お
ゐ
て
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・ 

（
三
十
） 

越
前
家
一
定
論
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・ 

（
三
十
一
）
乍
恐
御
内
々
奉
言
上
覚
《
上
杉
侯
建
白
》・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・ 

（
三
十
二
）
松
山
侯
御
役
御
辞
退
書
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・ 

（
三
十
三
）
周
州
侯
建
白
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・ 

（
三
十
四
）
近
衛
殿
よ
り
鷹
司
殿
下
へ
被
仰
入
候
御
書
上
写
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・ 

（
三
十
五
）
御
所
御
番
所
割
《
大
和
挙
兵
》・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・ 

（
三
十
六
）
乍
恐
奉
申
上
候
《
先
代
一
旦
御
取
潰
》・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・ 

（
三
十
七
）
亥
九
月
三
藩
上
京
言
上
之
趣
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・ 

（
三
十
八
）
大
和
之
風
説
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・ 

（
三
十
九
）
九
月
中
私
見
聞
形
《
膳
所
本
多
十
八
日
御
変
事
》・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・ 

（
四
十
） 

亥
十
二
月
五
日
朝 

三
条
橋
へ
張
札
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・ 

（
四
十
一
）
文
久
三
亥
年
毛
利
左
京
様
御
室
ハ
《
長
州
、
英
仏
舩
と
の
合
戦
》・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・ 

（
四
十
二
）
亥
九
月
長
州
に
て
臣
下
一
統
へ
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・ 

（
四
十
三
）
文
久
三
亥
年
八
月
六
日
日
本
橋
之
張
紙
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・ 

 

 貝
塚
清
直(

通
称
・
久
吉)

の
履
歴 

天
保
十
三
年(

一
八
四
二)

三
月 

久
保
田
藩
十
代
佐
竹
義
厚
公
に
出
仕
、
大
番
に
入
る
。 

弘
化
三
年(

一
八
四
六) 

五
月 

御
政
務
所
加
勢
物
書 

 

嘉
永
四
年(

一
八
五
一) 

 
 
 

御
政
務
所
物
書
。 

安
政
二
年(

一
八
五
五)

四
月 

 

蝦
夷
地
見
分
御
用
付
添(

軍
事
係) 

安
政
二
年(

一
八
五
五)

五
月 

 

秋
田
出
足
。
松
前
、
ソ
ウ
ヤ
、
シ
レ
ト
コ
、
北
蝦
夷
地
に
渡
海
。 

ク
シ
ュ
ン
コ
タ
ン
、
イ
シ
カ
リ
よ
り
同
年
九
月
帰
国 

安
政
三
年(

一
八
五
六)

五
月 

 

知
行
高
一
九
石
九
斗
八
升
七
合
五
人
御
扶
持
御
給
銀
五
〇
目 

安
政
四
年(

一
八
五
七)

二
月 

 

江
戸
一
ヵ
年
詰
。
そ
の
間
柳
生
対
馬
守
宗
俊
の
門
に
入
る
。 

文
久
二
年(

一
八
六
二)

四
月 

 

三
十
一
代
佐
竹
義
堯
公
、
参
勤
交
代
御
供 

文
久
二
年(

一
八
六
二)

一
〇
月 

義
堯
公
御
上
京
の
御
先
登
の
為
、
御
家
老
宇
都
宮
帯
刀
と
江 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

戸
出
足
、
京
都
藩
邸
へ 



文
久
三
年(

一
八
六
三)

一
月 

 

義
尭
公
御
上
京
。
そ
の
間
徳
大
寺
様
御
家
来
香
川
陸
奥
助
景
恒
へ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

歌
学
入
門 

文
久
三
年(
一
八
六
三)

三
月 

 

義
尭
公
の
御
供
に
て
京
都
発
、
江
戸
藩
邸
。
四
月
秋
田
着 

元
治
一
年(

一
八
六
四)

八
月 

 

義
尭
公
御
上
京
に
付
き
江
戸
へ
。
義
尭
公
上
京
延
引
に
付
、
十
二
月
秋
田
着 

慶
応
四
年(

一
八
六
八)
七
月 

 

秋
田
藩
古
内
左
揔
次
手
の
戦
士
と
し
て
戊
辰
戦
争
に
出
陣 

明
治
三
年(

一
八
七
〇)
）
一
二
月
～
明
治
二
一
年(

一
八
八
九
）
八
月 

 

 
 

秋
田
藩
陸
軍
中
尉
、
秋
田
県
陸
軍
中
尉
、
秋
田
第
五
大
区
二
小
区 

 
 

戸
長･

仙
北
郡
書
記
等
を
務
め
る 

明
治
三
七
年(

一
九
〇
四)

一
二
月
七
日 
没
。
七
十
五
歳 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

以
上 

 


